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4 ●競技方式

  参加10チームによるトーナメント方式。トーナメント勝抜き3チームによる決勝ラウンド（総当たり戦）。
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③  副審は、シャツは正規の審判服着用必須，パンツ・ストッキングは、黒色であれば良い。
④　第４審判は、審判資格を問わない。審判服は任意とする。
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    ユニフォーム色を変更する場合は、予め事務局へ申告し、承諾を得る。
    背番号無し（薄れ・剥がれも同様）の出場は、認めない。

③ インナー（上）については、JFA規定に準拠するものとする。
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②  スライディングは人に対しての場合はすべて反則とみなす、たとえボールに向かっていても相手がいれば反則とみなす。
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     エントリーに際しては、2024年度JFA登録及びスポーツ傷害保険加入者を原則とする。

（公財）愛知県サッカー協会 シニア委員会 運営要項（シニアO-60選手権）
●期間

・　2025年1月25日（土）～2025年2月15日（土）

●日程、組合せ、会場

・ 会場…豊田運動公園陸上競技場、口論義運動公園サッカー場

●試合時間

　20分-5分-20分

●選手資格・交代

①　選手資格1966年（昭和41年）4月1日以前の生年月日・・・2025年度において60才以上の方
②　交代は自由（エントリー表に記載してある選手のみ）
③  大会前の代表者会議にて参加の有無を確認する

⑤　試合開始時間が遅れる場合は審判棄権とする。(5分以内)

     2024年度JFA登録ない場合、2025年度JFA登録を必須としてエントリー（追加登録）を認める。

●試合開始準備及び会場整備

①　第1試合の両チームで行い、必ず試合15分前迄に行う。
②　最後の両チームでグラウンドの整備、備品の返却を行う。
③　試合の準備及び、後片づけをしないチームは棄権扱いとする。

●審判

①  審判は原則有資格者が行う。主審は、4級資格必須。
②  主審は、必ず正規の審判服を着用する。(黒シャツ、黒パンツ、黒ストッキング、資格ワッペン着用)

　　 なお、次試合に出場停止選手を出場させた場合は、棄権扱いとする。

⑥　審判は試合終了後、試合結果を大会本部に報告する。

●ユニフォーム

① エントリー時登録ユニフォーム色を着用する。（ユニフォーム、パンツ、ストッキングの色統一すること）

② 審判服と類似したユニフォームは使用出来ません。

●競技規則

①　2022-2023年度日本サッカー協会規定の「サッカー競技規則」を準用する。
　　 但し、ショルダーチャージ、スライディングタックル、ラフプレー及び相手に傷害を与えるようなデンジャラスプレーは禁止。

     ※スライディングタックル，レートチャージ，バックチャージについては、イエローカード対象とする。

●警告及び退場者の扱い

①  退場者は次の1試合に出場できない。その後の処置については、規律ﾌｪｱｰﾌﾟﾚｰ委員会にて裁定・決定する。
②　各チーム代表者は試合終了後、大会本部に出向きチームの退場者の有無を確認し把握すること。

⑤　暴風雨､雷､大雪警報が試合２時間前に発令している場合は、試合を中止とする(原則としてｸﾞﾗﾝﾄﾞに来て下さい)
⑥　試合当日、グランド状態が悪いと利用許可が取り消される時がありますので、ご協力願います。

④　代表者は、各チーム審判担当者に再度ルールの確認をさせ、より良い試合の成立を実現出来る 審判員となるように必ず指導する。

③　警告累積3枚で次試合（１試合）の出場停止。

●棄権

①   試合棄権、審判棄権をしたチームは不戦敗とする。(0-5)
②  上記要項違反をして棄権をしたチームは不戦敗とする。(0-5)
　　 規律ﾌｪｱｰﾌﾟﾚｰ委員…公文　昌人、新美　政志、由谷　貴浩、伊藤　利之、中村　 譲二、水野　秀之

●登録（追加登録）
①　エントリー表に追加登録者を記載して１週間前迄に、事務局担当者へ連絡する。（基本メール連絡）

●その他

①　試合中のけが、事故等 当協会では責任は負いかねるので、必ずスポ－ツ傷害保険加入を義務付けます。
②　代表者会議において諸注意やルールの話をチーム全員に周知徹底すること。
③　代表者は、フェアプレーの精神（対戦相手と審判に対して）を再度選手に指導すること。


